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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ
とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

次の各組の bの文の( ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、bの文が aの文と同じ意味

を表す ようにせよ。  

a. I am sorry that I could not go with them.  

b. I wish I ( )( )( ) with them.  
 

フリースクールでは今月から午後の授業が本格的に始まり、SST などを通して少し

ずつ皆さんの仲が深まっているように感じます。また、今年度から水曜日の午後の時

間で家庭科と美術を選択できるようになりました。楽しそうに料理を作ったり、真剣

に絵を描いたりと、皆さんが自分の好きなことを極めている姿が見られて嬉しいで

す。これからもいろいろな体験を通して、自分らしく成長していきましょう！（髙橋） 

 

今年度２年A組を担任させていただく

勝又と申します。担当教科は保健体育

です。主に第１校舎にいますが、ゼミ

や行事などを通して学年にこだわら

ず、皆さんと関わっていきたいと思い

ます。ぜひ色々な話をしましょう！初

心を忘れず皆さんと一歩ずつ前進して

いきたいと思っております。１年間宜

しくお願い致します。 

今年度 2学年の学年主任を務めます佐藤諒と申し

ます。皆さんのかけがえのない高校生活を充実し

たものとできるように全力でサポートします。 

また少し先に生まれた大人としてアドバイスす

ることができるので気軽に相談してください。保

護者の皆様、お子様の成長のために強力なタッグ

を組み連携していきましょう。 

宜しくお願い致します。 

 

 

「失敗=成長」 

 

コロナも少しだけ落ち着きを見せ、今年のGWは少しずつ元に戻ったかのような賑わいがあ

りました。まだまだ感染は怖いですが、対策を練りながら行事も実施できるようにしていく方針

です。一昨年度、昨年度と中止になった散策や Try アングルフェスタを実施することができま

した。やはり行事は生徒の活き活きとした表情を見ることができるので、楽しいですよね。 

 

1 年生もだんだんと学校生活にも慣れ、楽しそうに過ごす様子が見られます。実行委員やゼ

ミなどで学年を越えた交流も見られ、日常を取り戻しているように感じます。先日行われた Try

アングルフェスタでは、どの学年も一生懸命に応援したり観戦したりする姿を見ることができま

した。他校舎の良いプレーにもしっかりと拍手をしてくれていました。普段とは違う一面が見ら

れるのが行事の良さの１つですね。いつまた規制されるか分かりません。できるうちにしっかりと

参加して楽しんでおきましょう！ 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「やってみなければ、結局は失敗と同じ。」 

 

この言葉は、イギリスの実業家であるリチャード・ブランソンの言葉です。人は誰でも失敗す

るのは怖いものです。しかし、失敗するのが嫌だから何もトライせず自分を守ってしまう人も多

いのです。みなさんはどうですか？ 

やってみなければ成功はありません。“現状維持”は時間が経てば“遅れ”となってしまうので

す。やらなければ進歩（成長）はありません。失敗を恐れずトライすることは自分を成長させる

ことなのです。ヤクルトスワローズや阪神タイガースで監督を務めた野村克也氏も『失敗と書 

いて成長と読む』と言っています。まずは失敗を恐れずにやってみましょう！！ 

 

２年 B組担任の片岡と申します。教

科は社会科です。スポーティーな先

生が多い学年ですが、私は高校時代

音楽に打ち込んでいました。コロナ

禍で制限もありますが、少しずつ緩

和されています。今年度も様々なこ

とに挑戦し、経験を重ねていきまし

ょう。 ”To dare is to do.” 挑戦なく

して成功なしです！ 

 

 

勝又先生 

 

片岡先生 

今年度 2 年 C 組の

担任、そして英語科

を担当いたします

関と申します。昨年

に引き続きこの学

年と過ごせること

を嬉しく思います。

昨年に比べ、実施で

きる行事が増える

かと思いますので、

一緒に様々経験を

し、さらに成長する

1 年にしていきまし

ょう！1 年間よろし

くお願い致します。 

関先生 

 

今年度 2学年の副担任を務めます、長瀬と申し

ます。教科は保健体育を担当しています。 

皆さんの高校生活が最高の想い出になるよう

全力でサポートさせていただきます。また失敗

を恐れずに、今しかできないことをたくさんチ

ャレンジしていきましょう。 

長瀬先生 佐藤先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 水 専攻  

2 木 前期中間試験  

3 金   

4 土   

5 日   

6 月 2年生保護者面談（～24日）  

7 火   

8 水 専攻 
野球サークル（岡野公園） 

15：00～17：00 

9 木   

10 金   

11 土   

12 日   

13 月   

14 火 芸術鑑賞会（関内ホール）  

15 水 専攻  

16 木   

17 金  漢字検定 

18 土   

19 日   

20 月   

21 火   

22 水 企画授業（進路ガイダンス）  

23 木   

24 金   

25 土   

26 日   

27 月 前期授業参観  

28 火   

29 水 専攻  

30 木   

4 月 20 日、神奈川公会堂にて新入生歓迎会が行われました。新入生に向けて歓迎する気持ちを込めて、2、3 年生の実行委員を中心

に準備を進め、開催できました。ユーモアあふれるゲームやオリジナルムービーを作成し、新入生と 2、3 年生がたくさん交流する機

会をつくることができました。最初、新入生は緊張している様子が見受けられましたが、2、3年生が先輩らしく、新入生に積極的にコ

ミュニケーションを取り、良い雰囲気で楽しむことができていました。新入生歓迎会をきっかけに今後の学校生活で、更なる学年を越

えた交流を増やしてほしいと思います。（長瀬） 

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

５月１１日、３年ぶりに行われた散策授業の現場は横浜ポートサイド校の目と鼻の先にあるみなとみらい。生徒のみなさんの日頃の行いのおか

げで、最高の散策日和のなか学年の壁をこえた交流を行うことができました。今年のテーマは「ただのスクーリングじゃない！本気の謎解

き」。それぞれの班が３年生のリーダーを中心に知恵をしぼり、職員手作りのみなとみらいに隠された「本気の謎」に挑みました。よみ慣れな

い地図を片手に、真剣な顔つきで謎解きをするみなさんが印象的でした。私自身、巡回をするなかでそれぞれの班に個性を感じることがで

き、また一つ成長していくみなさんを見届けることができてとても嬉しかったです。来年はどこにいこうかな？（平井） 

 

《解答》  
・could ・have ・gone  
 

 

《解説》  

・I am sorry that 〜は、「〜で残念だ」  

・I wish ＋ 過去完了形で、「〜だったらなあ」  

・訳としては、「彼らと一緒に行けなかって残念だ」→「彼らと一緒に行けていたらなあ」  
  


